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一　

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
一
四
日
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
・
フ
ラ
ン

ス
大
統
領
は
、
以
下
の
よ
う
に
宣
言
し
た
。

　

共
同
体
主
義
の
拒
否
は
、
反
差
別
闘
争
な
く
し
て
は
、
考
え

ら
れ
な
い
。
外
国
出
身
者
が
被
る
差
別
だ
け
で
な
く
、
人
種
差

別
、
宗
教
的
不
寛
容
、
性
差
別
、
同
性
愛
者
差
別
と
い
っ
た
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
と
闘
う
た
め
に
、
独
立
機
関
の
設
置
を
私

は
望
む
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
三
日
、
国
家
障
害
者
諮
問
委
員

会
設
立
式
典
に
お
い
て
も
、
大
統
領
は
以
下
の
よ
う
に
宣
言
し
て

い
る
。

　

差
別
と
闘
う
た
め
に
政
府
が
設
立
す
る
予
定
の
独
立
機
関
は
、

　

フ
ラ
ン
ス
差
別
禁
止
政
策
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
よ
る
差
別
禁
止
政
策
の
影
響
を
受
け
て
、
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
フ
ラ

ン
ス
政
府
は
「
反
差
別
闘
争
及
び
平
等
の
た
め
の
高
等
機
関
」
を
設
立
し
た
。
こ
の
設
立
過
程
で
作
成
さ
れ
た
あ
る
報
告
書
は
、
そ
の
機
関
設
立
に
あ
た
っ
て

フ
ラ
ン
ス
の
差
別
禁
止
政
策
の
特
徴
を
ま
と
め
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
報
告
書
お
よ
び
新
た
に
設
立
さ
れ
た
高
等
機
関
等
の
検
討
を
通
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
差

別
禁
止
政
策
の
性
格
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
課
題
を
検
討
す
る
。
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ま
た
と
り
わ
け
、
障
害
者
の
権
利
を
擁
護
し
、
彼
ら
が
被
る
差
別

を
減
ら
し
、ま
た
は
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
、

私
は
望
む
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
〇
日
、
フ
ラ
ン
ス
国

民
議
会
は
、「
反
差
別
闘
争
及
び
平
等
の
た
め
の
高
等
機
関
設
置

に
関
す
る
法
律
第
二
〇
〇
四
│
一
四
八
六
号
」
を
採
択
し
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
欧
州
連
合
に
よ
る
差
別
禁
止
の
取
り
組
み
を
謳
う

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
第
一
三
条

Б

、
お
よ
び
そ
の
た
め
の
国
内
措

置
を
命
じ
る
欧
州
共
同
体
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
／
Ｃ
Ｅ
の
影
響

が
あ
っ
た

В

。
こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
「
反
差
別
闘
争
及
び
平
等
の

た
め
の
高
等
機
関
（H

aute A
utorit pour la Lutte contre les 

D
iscrim

inations et pour l'Égalité: 

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
）」（
以
下
、
高

等
機
関
）
の
組
織
お
よ
び
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目

的
で
あ
る
。

　

高
等
機
関
設
立
に
あ
た
っ
て
、
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
フ
ァ

ラ
ン
仏
首
相
は
、
か
つ
て
海
外
県
・
海
外
領
土
大
臣
、
欧
州
議
会

議
員
、
共
和
国
斡
旋
官

Г

な
ど
を
つ
と
め
た
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ス
タ
ジ

に
、
諸
外
国
の
経
験
を
参
照
し
て
将
来
の
高
等
機
関
の
見
取
り
図

を
描
く
よ
う
諮
問
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ス
タ
ジ
は
差
別
禁
止

に
関
す
る
国
内
制
度
を
大
ま
か
に
総
点
検
し
た
上
で
、
報
告
書
を

提
出
す
る

Д

。
よ
っ
て
、
こ
の
報
告
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
よ
る

反
差
別
の
取
り
組
み
を
総
括
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
こ
で
ま

ず
、
こ
の
報
告
書
が
示
す
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
よ
る
反
差
別
制
度

の
総
括
を
概
観
し
よ
う
。
次
に
、
そ
う
し
た
現
状
か
ら
、
い
か
な

る
機
関
が
構
想
さ
れ
た
の
か
。
最
後
に
、
さ
ら
な
る
課
題
は
何
か

を
考
察
し
よ
う
。

二　

差
別
禁
止
の
法
的
枠
組
み

１　

国
際
機
関
の
法
的
枠
組
み

　

報
告
書
は
、
第
一
部
「
法
的
枠
組
み
」
に
お
い
て
、
差
別
禁
止

の
国
際
的
枠
組
み
お
よ
び
国
内
的
枠
組
み
を
示
す
。
ま
ず
、
前
者

に
つ
い
て
、
そ
の
見
出
し
を
「
国
際
機
関
に
よ
る
牽
引
的
役
割
」

と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
国
際
人
権
憲
章
（
世
界
人
権

宣
言
〈
一
九
四
八
年
〉、
自
由
権
規
約
〈
一
九
六
六
年
〉、
社
会
権
規
約

〈
一
九
六
六
年
〉）
を
中
心
に
し
て
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
（
一
九

六
五
年
）、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
（
一
九
七
九
年
）
と
い
っ
た
差
別

禁
止
条
約
が
連
な
る
こ
と
、
ま
た
、
差
別
禁
止
原
則
を
取
り
入
れ

た
条
約
と
し
て
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
（
一
九
八
九
年
）、
す
べ

て
の
移
住
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
権
利
保
護
に
関
す
る
条
約
（
一

九
九
〇
年
）、
ユ
ネ
ス
コ
教
育
差
別
禁
止
条
約
（
一
九
六
〇
年
）、

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
の
条
約
と
し
て
、
第
一
〇

〇
号
男
女
同
一
報
酬
条
約
（
一
九
五
一
年
）、
第
一
一
一
号
差
別
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待
遇
（
雇
用
及
び
職
業
）
条
約
（
一
九
五
八
年
）、
第
一
五
九
号
障

害
者
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
雇
用
に
関
す
る
条
約

（
一
九
八
三
年
）
な
ど
を
挙
げ
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
九
六
年
に

国
連
人
権
高
等
弁
務
官
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
人
種
差
別
禁
止

法
の
採
択
と
発
展
の
た
め
の
国
家
指
針
の
た
め
の
立
法
モ
デ
ル
」

が
、
人
種
差
別
と
闘
う
独
立
機
関
の
設
置
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る

Е

。

２　

欧
州
機
関
の
法
的
枠
組
み

　

報
告
書
は
次
に
、
差
別
禁
止
に
つ
い
て
の
欧
州
の
枠
組
み
と
し

て
、
欧
州
連
合
の
枠
組
み
を
説
明
す
る
。
ま
ず
、
欧
州
共
同
体
設

立
条
約
（
以
下
、
設
立
条
約
）
第
二
、
三
、
一
三
、
一
三
七
、
一

四
一
条
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
、
欧
州
連
合
条
約
第
六
条
が
、
差
別

禁
止
は
人
権
と
基
本
的
自
由
の
尊
重
に
基
づ
く
こ
と
、
欧
州
連
合

は
、
欧
州
人
権
条
約
が
保
障
す
る
基
本
的
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と

を
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
設
立
条
約
か
ら
派
生
す
る
共

同
体
立
法
と
し
て
、
以
下
の
三
つ
の
指
令
を
特
に
取
り
上
げ
、
い

ず
れ
も
、
欧
州
共
同
体
司
法
裁
判
所
の
判
例
が
示
し
た
原
則
を
取

り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

Ё

。

　
「
雇
用
お
よ
び
労
働
に
お
け
る
平
等
処
遇
に
関
す
る
二
〇
〇
〇

年
一
一
月
二
七
日
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
」
は
、
団
体
出
訴
権
を

認
め
る
こ
と
（
九
条
）、
お
よ
び
、
差
別
の
存
在
を
推
定
す
る
に

足
る
事
実
の
提
示
を
も
っ
て
立
証
責
任
を
原
告
側
に
有
利
に
す
る

こ
と
（
一
〇
条
）
を
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
加
盟
国
は
、
こ

の
規
定
を
適
用
し
て
採
択
さ
れ
た
国
内
法
規
定
に
違
反
が
あ
っ
た

場
合
に
備
え
て
、
そ
の
た
め
の
制
裁
制
度
を
整
え
る
こ
と
、
お
よ

び
、
こ
の
規
定
の
適
用
確
保
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
と
る
こ

と
（
一
七
条
）
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
制
裁
に
は
、
被
害
者

へ
の
賠
償
を
含
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
制
裁
は
、
効
果
的
な
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
ず
、均
衡
が
と
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、

抑
止
力
の
あ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
同
条
）。
第
九
条

に
よ
っ
て
、
不
平
等
待
遇
の
被
害
者
が
、
誰
で
も
司
法
手
続
、
行

政
手
続
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
加
盟
国
は
配
慮
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
同
様
の
規
定
が
、「
採
用
、
職
業
教
育
、
昇
進
な
ら
び
に

労
働
条
件
に
お
け
る
男
女
平
等
待
遇
に
関
す
る
一
九
七
六
年
二
月

九
日
指
令
七
六
／
二
〇
七
／
Ｃ
Ｅ
Ｅ
」
を
改
正
し
た
「
二
〇
〇
二

年
九
月
二
三
日
指
令
二
〇
〇
二
／
七
三
／
Ｃ
Ｅ
」、「
人
種
も
し
く

は
種
族
的
出
身
の
区
別
な
き
平
等
待
遇
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
六

月
二
九
日
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
／
Ｃ
Ｅ
」
に
も
見
ら
れ
る
。
前

者
の
第
八
条
ｂ
項
、
後
者
の
第
一
三
条
は
、
平
等
待
遇
の
た
め
の

機
関
設
立
を
命
じ
て
い
る
。
同
条
に
よ
る
と
、
そ
の
機
関
は
「
差

別
被
害
者
に
差
別
に
関
す
る
手
続
き
の
援
助
を
提
供
す
る
」、「
独

立
し
た
研
究
を
行
う
」、「
独
立
の
報
告
書
を
作
成
す
る
」、「
差
別

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
勧
告
を
発
す
る
」
権
限
が
認
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め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

欧
州
審
議
会
に
つ
い
て
報
告
書
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
一
四
条

の
差
別
禁
止
規
定
、
人
権
お
よ
び
生
物
医
学
に
関
す
る
条
約
（
一

九
七
七
年
）
第
一
一
条
の
差
別
禁
止
規
定

Ж

、
ま
た
、
未
発
効
で
は

あ
る
が
、
一
般
的
な
差
別
禁
止
を
規
定
す
る
欧
州
人
権
条
約
第
一

二
議
定
書
を
挙
げ
る
。

３　

国
内
の
法
的
枠
組
み

　

国
内
法
に
つ
い
て
報
告
書
は
ま
ず
、「
一
七
八
九
年
フ
ラ
ン
ス

人
権
宣
言
」
第
一
条
が
法
的
平
等
を
、
第
六
条
が
公
務
へ
の
平
等

な
ア
ク
セ
ス
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
以
下
、
報
告
書

は
次
の
よ
う
に
列
記
し
て
い
る
。
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
は
、「
人

種
、
宗
教
、
信
条
の
区
別
な
く
」
す
べ
て
の
人
間
が
権
利
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
、
男
女
平
等
原
則
を
規
定
す
る
。
一
九
五

八
年
憲
法
第
一
条
は
、
出
身
、
人
種
、
宗
教
の
区
別
な
く
、
す
べ

て
の
市
民
の
法
の
前
の
平
等
を
、
フ
ラ
ン
ス
が
確
保
す
る
こ
と
を

明
記
し
て
い
る
。

　

従
来
の
差
別
に
関
す
る
法
律
は
、
先
に
述
べ
た
欧
州
共
同
体
指

令
に
よ
っ
て
、
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
修
正
に
よ
り
、「
反
差
別
闘
争
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
一
一
月

一
六
日
法
律
第
二
〇
〇
一－

一
〇
六
六
号
」
は
、
差
別
の
範
囲
を

拡
大
し
（
性
的
指
向
、
年
齢
、
身
体
的
外
観
、
名
字
）、
国
内
法
に

間
接
差
別
の
概
念
を
取
り
入
れ
、
立
証
責
任
に
関
す
る
被
害
者
・

加
害
者
間
の
調
整
を
図
る
た
め
の
規
定
を
取
り
入
れ
、
人
種
差
別

被
害
者
の
た
め
の
無
料
電
話
１
１
４
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
設
置
し

た
。
ま
た
、「
社
会
刷
新
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
一
月
一
七
日
法

律
第
二
〇
〇
二－

七
三
号
」
は
、
精
神
的
い
や
が
ら
せ
を
受
け
た

者
、
拒
否
し
た
者
、
暴
露
し
た
者
に
対
す
る
差
別
を
禁
止
し
、
住

居
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
次
の
よ
う
な
法
制
度
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　

刑
法
で
は
、
と
り
わ
け
、
第
二
部
第
二
編
第
五
章
第
一
節
「
差

別
」
が
、
経
済
活
動
、
雇
用
、
物
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お

け
る
差
別
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
処
罰
に
は
、

禁
固
二
年
か
つ
罰
金
三
万
ユ
ー
ロ
な
ど
が
あ
る
が
（
第
二
二
五－

一
条
〜
第
二
二
五－

三
条
）、
差
別
者
が
法
人
の
場
合
（
第
二
二
五

－

四
条
）、
公
務
を
担
う
自
然
人
（
個
人
）
の
場
合
（
第
四
三
二－

七
条
）
に
は
、
刑
が
加
重
さ
れ
る
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
お
よ
び
精
神
的
い
や
が
ら
せ
は
、
欧
州
共
同
体
法
に
よ
っ
て
差

別
の
形
態
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
刑
法
お
よ
び
以
下

に
述
べ
る
二
つ
の
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

労
働
法
で
は
、
と
り
わ
け
、
第
一
部
第
二
編
第
二
章
第
七
節「
差

別
」、
お
よ
び
同
編
第
三
章
「
職
業
に
お
け
る
男
女
平
等
」
が
、

い
か
な
る
給
与
所
得
者
も
、
同
法
に
明
記
す
る
差
別
基
準
を
理
由



83　フランス差別禁止政策の新展開

部落解放研究 №168 2006.2

と
し
て
、
採
用
・
訓
練
か
ら
排
除
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
解
雇
さ
れ

て
は
な
ら
ず
、
直
接
的
も
し
く
は
間
接
的
差
別
措
置
の
対
象
と
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
を
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
法

は
、
給
与
所
得
者
が
差
別
行
為
の
存
在
を
表
沙
汰
に
し
た
り
話
し

た
り
し
た
こ
と
を
理
由
に
し
た
制
裁
、
解
雇
、
差
別
を
禁
じ
て
い

る
。

　
「
公
務
員
の
権
利
義
務
に
関
す
る
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法

律
」
は
、
第
六
条
二
項
に
お
い
て
、
職
務
行
使
上
の
身
体
的
不
都

合
を
考
慮
し
た
別
個
採
用
の
場
合
を
除
き
、
男
女
差
別
を
禁
止
し

て
い
る
。
同
条
四
項
は
、
男
女
の
雇
用
条
件
を
比
較
す
る
報
告
書

を
、
政
府
が
二
年
ご
と
に
作
成
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

　
「
賃
貸
関
係
改
善
の
た
め
の
一
九
八
九
年
七
月
六
日
法
律
」は
、

「
賃
貸
関
係
に
関
す
る
一
九
八
六
年
一
二
月
二
三
日
法
律
」
を
改

正
し
た
も
の
だ
が
、
差
別
的
な
理
由
で
、
住
居
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

直
接
も
し
く
は
間
接
に
拒
否
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
差
別
被
害
者

お
よ
び
差
別
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
有
利
な
規
定
を
置
い

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
等
促
進
の
た
め
の
法
律
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
九
年
七
月
八
日
改
正
に
よ
っ
て
憲
法

に
加
え
ら
れ
た
第
三
条
五
項
は
、
選
挙
へ
の
男
女
平
等
の
ア
ク
セ

ス
を
規
定
す
る
。
選
挙
法
第
Ｌ
二
六
四
条
、
第
Ｌ
二
六
五
条
、
第

Ｌ
三
〇
〇
条
は
、
各
政
党
に
候
補
者
リ
ス
ト
の
五
〇
％
を
女
性
と

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。労
働
法
第
Ｌ
三
二
三－

一
条
は
、

企
業
に
六
％
の
障
害
者
の
雇
用
を
義
務
付
け
て
い
る
。
同
法
第
Ｌ

一
二
三－

三
条
は
、
企
業
が
女
性
の
た
め
の
一
時
的
優
遇
措
置
を

取
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。「
二
〇
〇
三
年
二
月
三
日
法
律
第
二

〇
〇
三－

八
八
号
」
は
、
人
種
差
別
、
反
ユ
ダ
ヤ
、
排
外
主
義
的

性
質
の
犯
罪
の
刑
罰
加
重
を
規
定
す
る
。「
国
内
治
安
に
関
す
る

二
〇
〇
三
年
三
月
一
八
日
法
律
第
二
〇
〇
三－

二
三
九
号
」
は
、

同
性
愛
者
に
対
す
る
暴
力
の
刑
罰
加
重
を
規
定
す
る
。「
出
版
の

自
由
に
関
す
る
一
八
八
一
年
七
月
二
九
日
法
律
」
は
、
出
身
や
宗

教
を
理
由
と
す
る
侮
辱
、
名
誉
毀
損
、
憎
悪
差
別
煽
動
を
罰
し
て

い
る
。

三　

錯
綜
し
た
差
別
禁
止
政
策

　

以
上
の
法
的
枠
組
み
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
報
告
書
第
二
部

で
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
「
フ
ラ
ン
ス
の
反
差
別
闘
争
施
策
：
錯
綜
し

た
状
況
」
が
示
す
よ
う
に
、
現
行
の
施
策
に
対
し
て
消
極
的
な
評

価
を
し
て
い
る

З

。
最
大
の
問
題
は
、
現
行
の
制
度
に
対
す
る
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
と
は
ま
っ

た
く
逆
に
、
増
大
す
る
ニ
ー
ズ
が
確
認
さ
れ
な
が
ら
も
、
肝
心
の

制
度
が
対
応
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
報

告
書
は
反
省
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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行
政
機
関
に
つ
い
て
は
、
国
家
人
権
諮
問
委
員
会
な
ど
の
独
立

行
政
機
関
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
応
じ
て
反
差
別
に
対

応
し
う
る
数
多
く
の
機
関
が
設
置
さ
れ
た
が
、
縦
割
り
主
義
と
上

意
下
達
に
陥
っ
て
、
統
一
的
効
果
的
な
政
策
が
と
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
反
省
し
て
い
る

И

。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
、
人
種

差
別
被
害
者
の
救
済
に
便
宜
を
図
る
た
め
、
無
料
電
話
１
１
４
を

設
置
し
た

КУ

。
こ
れ
に
つ
い
て
も
報
告
書
は
、「
失
敗
」
で
あ
っ
た

と
断
定
し
て
い
る

КФ

。
そ
の
最
大
の
問
題
は
、
通
報
後
の
処
置
に
あ

っ
た
。
検
察
に
通
報
さ
れ
た
申
立
の
多
く
は
、
直
ち
に
却
下
さ
れ

た
。
担
当
行
政
機
関
に
は
、
受
理
し
た
申
立
を
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
う
か
に
つ
い
て
情
報
が
不
足
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
警
察
や
学

校
に
つ
い
て
の
申
立
は
、
内
部
調
査
が
優
先
さ
れ
た
め
公
平
性
を

欠
き
、
被
害
者
へ
の
対
応
が
な
か
っ
た
り
、
あ
っ
て
も
不
十
分
、

不
適
切
な
場
合
が
多
か
っ
た

КХ

。

　

司
法
機
関
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
取
り
扱
う
第
二
部
第
四
章
の

「
司
法
：
主
に
刑
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
題
名
が
示
す
と
お

り
、
刑
法
に
よ
る
対
処
が
中
心
で
あ
る
と
報
告
書
は
述
べ
る

КЦ

。
人

種
差
別
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
無
料
電
話
１
１
４
に
よ
る
通
報
数

増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
処
罰
に
い
た
っ
た
ケ
ー
ス
が
、
一
九
九

七
年
三
件
、
一
九
九
九
年
七
件
、
二
〇
〇
〇
年
一
六
件
、
二
〇
〇

一
年
一
二
件
、
二
〇
〇
二
年
二
九
件
と
、
わ
ず
か
し
か
な
い
こ
と

を
報
告
し
て
い
る

КЧ

。
ま
た
、
そ
の
他
の
差
別
に
つ
い
て
は
、
司
法

的
救
済
は
未
だ
例
外
的
で
あ
る
。
司
法
的
救
済
が
困
難
な
原
因
と

し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
当
事
者
の
力
関

係
で
あ
る
。
被
害
者
の
側
は
資
力
も
乏
し
く
、
訴
訟
に
は
大
変
な

労
力
が
必
要
と
な
る
の
に
対
し
て
、
加
害
者
は
多
く
の
場
合
、
企

業
や
組
織
で
あ
る
た
め
、
資
力
も
豊
富
で
、
訴
訟
は
副
次
的
業
務

の
一
部
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
被
害
者
に
と
っ
て
、

訴
訟
に
踏
み
切
る
こ
と
は
、
つ
ね
に
加
害
者
側
か
ら
の
報
復
の
危

険
性
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
、
こ
れ
ら
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
訴
訟
に
臨
ん
で
も
、
今
度
は
、
差
別
を
立
証
す
る

こ
と
の
困
難
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
立
証
責
任
に
関
す
る
被
害
者

の
負
担
を
軽
く
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
と
し
て
も
、証
拠
は
、

加
害
者
側
が
握
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、

被
害
者
は
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
官
に
調
査
を
申
請
で
き
る

が
、
そ
れ
が
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
ま

た
、
差
別
問
題
の
専
門
家
は
、
司
法
機
関
に
も
、
警
察
に
も
、
憲

兵
隊
に
も
少
な
い
。

　

以
上
の
総
括
を
踏
ま
え
て
、
報
告
書
は
新
た
な
独
立
行
政
機
関

の
設
立
を
答
申
す
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
報
告
を
踏
ま
え
て
現
実

に
設
立
さ
れ
た
高
等
機
関
を
概
観
し
よ
う
。

１　

高
等
機
関
の
新
設

　

ま
ず
、
高
等
機
関
が
取
り
扱
う
差
別
の
範
囲
は
、
国
内
法
お
よ
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び
フ
ラ
ン
ス
が
正
式
に
批
准
し
た
国
際
条
約
が
禁
止
す
る
、
直
接

差
別
・
間
接
差
別
を
問
わ
な
い
す
べ
て
の
差
別
で
あ
る
。（「
反
差

別
闘
争
及
び
平
等
の
た
め
の
高
等
機
関
設
置
に
関
す
る
法
律
第
二
〇
〇

四－

一
四
八
六
号
」
第
一
条
）。
具
体
的
に
は
、
事
実
上
で
あ
れ
想

像
上
で
あ
れ
、
出
身
、
性
、
心
身
障
害
、
年
齢
、
健
康
状
態
、
宗

教
、
性
的
指
向
、
意
見
、
外
観
、
組
合
員
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と

す
る
差
別
で
あ
り
、
雇
用
、
居
住
、
取
引
、
娯
楽
、
保
健
衛
生
と

い
っ
た
日
常
生
活
の
全
領
域
に
わ
た
る

КШ

。

　

高
等
機
関
の
構
成
委
員
は
一
一
人
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の

者
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
（
同
法
第
二
条
）。
二
人
は
大
統
領
、

二
人
は
元
老
院
議
長
、
二
人
は
国
民
議
会
議
長
、
二
人
は
首
相
、

一
人
は
コ
ン
セ
イ
ユ
デ
タ
（
国
務
院
）
の
副
院
長
、
一
人
は
破
毀

院
院
長
、
一
人
は
経
済
社
会
審
議
会
会
長
で
あ
る
。
任
期
五
年
で

更
新
は
不
可
能
。
任
命
に
は
、
男
女
の
公
平
な
配
分
が
配
慮
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
高
等
機
関
の
長
は
、
大
統
領
が
任
命
す
る
。
地

域
担
当
官
と
し
て
五
人
を
配
置
す
る
が
、
こ
れ
は
後
に
増
員
す
る

予
定
で
あ
る
。
市
民
社
会
と
の
連
携
を
保
ち
、
ふ
さ
わ
し
い
人
物

を
高
等
機
関
の
活
動
に
参
加
さ
せ
る
た
め
、
高
等
機
関
内
部
に
諮

問
委
員
会
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
委
員
は
、
諸
団
体
、
労
働
組
合
、

職
業
組
合
、
お
よ
び
反
差
別
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
物
の
中
か
ら

選
ば
れ
る
。（
同
条
）

　

自
分
が
差
別
の
被
害
者
で
あ
る
と
考
え
る
す
べ
て
の
者
は
、
そ

の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
手
紙
を
直
接
高
等
機
関
に
送
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
（
同
法
第
四
条
）。
ま
た
、
国
民
議
会
議
員
、
上
院

議
員
、
欧
州
議
会
の
フ
ラ
ン
ス
人
議
員
を
通
じ
て
、
高
等
機
関
に

訴
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
本
人
以
外
に
も
、
反
差
別
活

動
ま
た
は
差
別
被
害
援
助
活
動
を
行
う
こ
と
を
そ
の
設
立
規
定
に

お
い
て
掲
げ
、
差
別
事
件
の
発
生
ま
で
に
五
年
以
上
を
経
た
団
体

は
、
被
害
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
条
件
に
、
被
害
者
と
共
同
し

て
、
高
等
機
関
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
等
機
関
が
職
権
で

事
件
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
被
害

者
が
そ
の
通
知
を
受
け
た
上
で
反
対
し
な
い
こ
と
が
条
件
と
な

る
。（
同
条
）

　

高
等
機
関
の
調
査
権
限
に
つ
い
て
、
高
等
機
関
は
、
私
人
公
人

に
関
わ
ら
ず
、
説
明
を
求
め
る
権
限
を
持
つ
（
同
法
第
五
条
）。

こ
れ
は
、
文
書
提
出
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
者
の
聴
聞
を
含
む
。
協
力

を
拒
否
す
る
場
合
、
高
等
機
関
は
、
急
速
審
理
裁
判
官
に
訴
え
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
裁
判
官
は
、
有
用
と
判
断
す
る
あ

ら
ゆ
る
調
査
手
段
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
高
等
機

関
は
、
各
公
的
機
関
に
対
し
て
、
そ
の
権
限
内
で
、
あ
ら
ゆ
る
確

認
ま
た
は
調
査
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者

に
よ
る
事
前
の
同
意
を
前
提
に
、
私
的
で
な
い
場
所
で
の
現
地
調

査
を
行
う
こ
と
も
で
き
る

КЩ

。

　

高
等
機
関
は
、
申
立
人
に
対
し
て
、
事
件
に
応
じ
た
手
続
き
を
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明
ら
か
に
し
、
書
類
準
備
の
援
助
を
行
う（
同
法
第
七
条
）。
ま
た
、

高
等
機
関
は
、
調
停
に
よ
る
和
解
手
続
を
進
め
る
こ
と
も
、
ま
た

は
、
そ
の
他
の
調
停
機
関
に
行
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る

КЪ

。
勧
告
権

限
と
し
て
、
高
等
機
関
は
、
ま
た
、
高
等
機
関
が
差
別
と
み
な
す

事
実
あ
る
い
は
行
為
に
対
処
す
る
た
め
、
ま
た
は
、
そ
の
進
行
を

防
ぐ
た
め
、
関
係
す
る
自
然
人
ま
た
は
法
人
に
対
し
て
、
勧
告
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
第
一
一
条
）。
そ
の
勧
告
は
、
コ
ン
セ

イ
ユ
デ
タ
命
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
予
定
の
条
件
に
し
た
が
っ

て
、
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
高
等
機
関
は
、
法
令

改
正
を
勧
告
す
る
権
限
を
有
し
、
差
別
問
題
に
関
し
て
政
府
か
ら

諮
問
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

КЫ

。

　

司
法
お
よ
び
懲
戒
決
定
機
関
と
の
関
係
で
は
、
高
等
機
関
に
訴

え
ら
れ
た
事
実
が
刑
事
犯
罪
を
構
成
す
る
場
合
、
高
等
機
関
は
、

検
察
に
通
知
す
る
（
同
法
第
一
二
条
）。
ま
た
、
懲
戒
権
限
を
持
つ

機
関
お
よ
び
人
物
に
、
懲
戒
手
続
を
開
始
す
る
性
質
を
持
つ
事
実

に
つ
い
て
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

КЬ

。
刑
事
、
民
事
、
行
政
の
各

裁
判
機
関
は
、
差
別
事
件
に
つ
い
て
、
高
等
機
関
が
見
解
を
表
明

す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
第
一
三
条
）。

　

平
等
促
進
活
動
と
し
て
、
高
等
機
関
は
、
平
等
促
進
の
た
め
の

研
究
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
公
的
・
私
的
機
関
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
促
し
支
援
す
る
（
同
法
第
一
五
条
）。
ま
た
、
高
等
機
関
は
、

平
等
に
関
す
る
優
秀
な
活
動
を
認
定
す
る（
同
条
）。高
等
機
関
は
、

大
統
領
、
議
会
、
首
相
宛
て
に
、
年
次
報
告
書
を
提
出
す
る
（
同

法
第
一
六
条
）。

四　

お
わ
り
に

　

高
等
機
関
の
設
立
に
よ
っ
て
、
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
範
囲
が
、

性
的
指
向
や
心
身
障
害
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、

大
き
な
前
進
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
機
関
に
批
判
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
そ
の
例
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
権
団
体
「
ア
ク

ト
ア
ッ
プ
・
パ
リA

ct U
p
-Paris

」
に
よ
る
批
判
を
見
て
み
よ

う

ЛУ

。

　

ア
ク
ト
ア
ッ
プ
・
パ
リ
は
、
ま
ず
、
高
等
機
関
の
財
政
基
盤
の

弱
さ
を
指
摘
す
る
。
高
等
機
関
に
割
り
当
て
ら
れ
た
予
算
は
一
千

万
ユ
ー
ロ
だ
が
、
こ
れ
は
、
人
口
が
フ
ラ
ン
ス
の
六
分
の
一
し
か

な
い
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
同
様
の
機
関
に
割
り
当
て
ら
れ
た
予
算

よ
り
少
な
い
。
次
に
、
諸
人
権
団
体
の
要
求
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
。
た
と
え
ば
、
非
刑
事
訴
訟
に
お
け
る

立
証
責
任
の
被
害
者
側
か
ら
加
害
者
側
へ
の
転
換
、
裁
判
所
内
に

お
け
る
差
別
禁
止
部
門
の
設
置
、
差
別
禁
止
の
た
め
の
一
層
強
制

力
あ
る
措
置
な
ど
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
性
同
一
性
障
害
者
に
対

す
る
差
別
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
差
別
を
禁
止
す
る
法
律
が
数
々
存
在
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し
、
す
で
に
人
権
保
護
に
関
わ
る
独
立
行
政
機
関
も
活
動
し
て
い

る
。
上
で
見
た
よ
う
に
、
報
告
書
が
明
ら
か
に
し
た
最
も
重
要
な

問
題
は
、
既
存
の
制
度
が
、
差
別
の
訴
え
の
増
加
を
確
認
し
な
が

ら
も
、
効
果
的
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問

題
指
摘
に
対
し
て
新
た
な
独
立
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
必
ず

し
も
論
理
的
に
整
合
し
な
い
。
日
本
に
お
い
て
も
国
レ
ベ
ル
で
人

権
委
員
会
の
設
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
経

験
は
、
日
本
に
お
け
る
将
来
の
人
権
委
員
会
の
機
能
を
考
察
す
る

上
で
重
要
な
教
訓
を
与
え
る
も
の
と
言
え
よ
う

ЛФ

。

注（
１
）「
こ
の
条
約
の
他
の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
条
約
に
よ
り
共

同
体
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
理
事
会
は
、
委

員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
欧
州
議
会
と
の
協
議
の
上
、
全
会
一
致

で
、
性
、
人
種
若
し
く
は
出
身
民
族
、
宗
教
若
し
く
は
信
条
、
心

身
の
障
害
、
年
齢
、
又
は
性
的
態
度
に
基
づ
く
差
別
と
闘
う
た
め

に
適
当
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」。

　
　
　

な
お
、
二
〇
〇
一
年
ニ
ー
ス
条
約
に
よ
っ
て
、
以
下
の
項
が
第

二
項
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。

　
　
　
「
一
と
は
別
に
、
理
事
会
が
、
加
盟
国
の
法
令
及
び
規
則

（regulations

）
の
調
和
化
以
外
に
、
一
に
定
め
る
目
的
の
実
現

に
寄
与
す
る
た
め
に
加
盟
国
に
よ
っ
て
と
ら
れ
る
行
動
を
支
援
す

る
た
め
に
共
同
体
の
促
進
措
置
を
採
択
す
る
場
合
に
は
、
理
事
会

は
、
第
二
五
一
条
に
定
め
る
手
続
き
に
従
っ
て
議
決
す
る
」。（「
欧

州
共
同
体
設
立
条
約
」
大
沼
保
昭
編
集
代
表
『
国
際
条
約
集
二
〇

〇
五
』
有
斐
閣
）

（
２
）
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
の
邦
訳
に
よ
る
「
人
種
お
よ
び
民
族
的
事

由
を
問
わ
な
い
平
等
待
遇
原
則
適
用
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
六
月

二
九
日
の
理
事
会
命
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
／
Ｅ
Ｃ
」（http://

w
w
w
.jca.apc.org/jhrf21/EU

20010416.htm
l

：
二
〇
〇
五
年

一
一
月
二
八
日
現
在
）
参
照
。
な
お
、
本
稿
執
筆
の
た
め
の
資
料

収
集
に
あ
た
っ
て
は
、ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪（
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー
）
岡
田
仁
子
氏
の
協
力
を
得
た
こ
と

を
、
感
謝
の
意
を
も
っ
て
記
す
。

（
３
）
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
人
権
諮
問
委
員
会
と
共
和
国
斡
旋
官
：

行
政
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
国
内
人
権
機
関
」山
崎
公
士
編『
国

内
人
権
機
関
の
国
際
比
較
』
現
代
人
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
一

一
〜
三
三
二
頁
参
照
。

（
４
）La D

ocum
entation francaise “V

ers la haute autorité de 
lutte contre les discrim

inations et pour l'égalité : 
rapport au Prem

ier m
inistre ” , 2004

（
以
下
、Rapport

）。

な
お
、
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
無
料
入
手
も
可
能
で
あ

る
（http://lesrapports.ladocum

entationfrancaise.fr/
BRP/044000074/0000.pdf

：
二
〇
〇
五
年
一
二
月
五
日
現
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在
）。

（
５
）Rapport, p.12.

（
６
）
例
と
し
て
、
百
貨
店
に
勤
務
す
る
主
に
女
性
が
占
め
る
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
従
業
員
が
、
年
金
制
度
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

関
す
る
、
ビ
ル
カ
・
カ
ウ
フ
ハ
ウ
ス
社
対
カ
リ
ン
ウ
エ
ー
バ
ー
・

フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ツ
事
件
一
九
八
六
年
五
月
一
三
日
判
決
を
挙
げ
て

い
る
。Rapport, p.15.

（
７
）「
人
の
遺
伝
子
遺
産
を
理
由
と
す
る
、
い
か
な
る
形
態
の
差
別
も

禁
止
さ
れ
る
」。

（
８
）「
結
果
は
落
胆
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」。Rapport, p.24.

（
９
）Rapport, pp.25-27.

（
10
）“Lutte contre les discrim

inations raciales : La relance 
du dispositif 114/CO

D
A
C

” (http://w
w
w
.social.gouv.fr/

htm
/pointsur/discrim

ination/relance114codac.htm
)

（
二

〇
〇
五
年
一
二
月
四
日
現
在
）
参
照
。

（
11
）Rapport, p.30.

（
12
）Rapport, p.30.

（
13
）M

atthieu Bourrette, “Le droit pénal face au racism
e ”, 

Regards sur l ’actualité, N
o.305, 2004, p.51

参
照
。

（
14
）Rapport, p.37.

（
15
）〜（
19
）GELD

 (Groupe d
'Etude et de lutte contre les 

D
iscrim

inations) 114 “H
aute autorité de lutte contre les 

discrim
inations et pour l'égalité” (http://w

w
w
.le

1
1
4.

com
/contenu_m

v.php?dossier=
0&

id_rubrique=
2&

cns_
m
ode=read&

id_fiche=
94

：
二
〇
〇
五
年
一
二
月
四
日
現
在
）

の
解
説
に
よ
る
。

（
20
）A

ct U
p
-Paris “H

A
LD

E : pas grand chose ”

（http://
w
w
w
.actupparis.org/article

2114.htm
l?var_recherche=

　
　

halde

：
二
〇
〇
五
年
一
二
月
五
日
現
在
）

追
記　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
二
〇
〇
三
年
度
大
阪
産
業
大
学

産
業
研
究
所
研
究
助
成
を
得
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
申
し

上
げ
る
。




